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売上高の貢献主要作品
市販／配信事業 音楽・映像ソフト

『新・演歌名曲コレクション 
－さすらい慕情－』
氷川きよし

『なかにし礼と75人の名歌手たち』 『伝説の歌姫 李香蘭の世界』
李香蘭(山口淑子)

『北岳』
細川たかし

『グッドモーニングアメリカ』
グッドモーニングアメリカ

『MOMENT』
04 Limited Sazabys

『Santa Fe』 
Czecho No Republic

『夏色キャンディ』
HR

『ヨジー・カズボーン～裏切リノ街～』
吉井和哉

『伝えなけりゃ』
松山千春

『THUNDER IN THE EAST
30th Anniversary Edition』

LOUDNESS

『未来形Answer E.P.』
TRUSTRICK

『スマイル －母を想うー』
幸田浩子

『リスト』
反田恭平

『伝統と革新－起－』
上妻宏光

『オホーツク幻想』
冨田勲

演歌・ 歌謡曲

J-POP

ジャズ・クラシック・インターナショナル
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『いないいないばあっ ! 』
シリーズ

『みいつけた ! 』
シリーズ

『げんきげんきノンタン
おばけむらめいろ』

『ふる里の民踊 第55集』

『THE IDOLM@STER』
シリーズ

『THE IDOLM@STER』
シリーズ

『手裏剣戦隊ニンニンジャー』
シリーズ

『動物戦隊ジュウオウジャー』
シリーズ

『Blooming! 』
内田彩

『30周年記念盤
スーパーマリオブラザーズ

ミュージック』

『アニメ「ドラゴンボール」
放送30周年記念

ドラゴンボール 神 BEST』

『2015 ポップ・ヒット・
マーチ ～レット・イット・ゴー
～ありのままで～／にじいろ～』

アニメ

エデュケーショナル 邦楽

『すみっコぐらし
おみせはじめるんです』

『ほっぺちゃん
ぷにっとしぼって大冒険！』

『宙(そらから)』 美空ひばり
『演歌の花道』

特販／通販事業

ゲーム

『ハナミズキ』 一青窈
『 Butterfly 』 木村カエラ
『 THE IDOLM@STER 』 シリーズ	
『この素晴らしい世界に祝福を!』 シリーズ

音楽配信
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株主のみなさまへ

代表取締役社長

吉田 眞市
取締役会長

平澤 創
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新しい音楽流通のカタチを創造し、
次なる100年へ進みます。
　株主の皆様におかれましては、平素より当社事業へのご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　当社は、株主、顧客、取引先その他すべての人々にとって価値ある企業であるために、グループ一体となって
経営効率化と収益性向上をめざした事業活動を推進しております。
　当期業績におきましては、連結売上高は133億4千3百万円（前年度に比べ5.6%増）となりました。市販/配
信事業において、アニメ関連作品、ゲームソフトおよびアーティストマネジメント関連事業の売上が好調に推
移したこと、特販/通販事業においても、全般的に売上が増加したことなどによるものです。
　損益面では売上高の増加に加え、市販/配信事業における利益率の高い過年度発売作品の売上が堅調に推移
したこと、特販/通販事業における利益率の高い音源使用にかかる売上が好調に推移したこと、さらには、昨年
度に実施した組織改革のための転進支援施策により全社的に固定費が大幅に削減したことなどにより、営業
利益は12億円（前年度は営業損失8億9千5百万円）となり、経常利益も12億1千3百万円（前年度は経常損失8
億6千2百万円）となりました。
　また、米国における連結子会社に対する出資の全持分を譲渡したことに伴う特別損失5千9百万円を計上し
たことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益は9億7千3百万円（前年度は親会社株主に帰属する当期
純損失16億4千6百万円）となりました。
　配当につきましては、当期において、期首の業績予想を上回る利益を計上することができたものの、純資産
残高がいまだ脆弱であることから、財務体質の強化を最優先とすることが適切な経営判断であると考え、誠に
遺憾ながら見送らせていただきます。
　今後も、フェイス・グループの一員として戦略的パートナーシップを構築していくことにより、グループ全
体で注力するアーティストの育成や様々な音楽関連サービスを充実させるとともに、グループ一丸となって
音楽業界にイノベーションを起こすべく事業にまい進してまいります。
　株主の皆様におかれましては、より一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよう何卒お願い申し上げます。
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事業報告 第165期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）
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1. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過およびその成果
　当社を親会社とするコロムビアグループは、当連結会計年度末現在、当社および子会社５社、関連会社１
社で構成され、CD・DVDなどのオーディオ・ビデオソフト、ゲームソフト、および音楽配信に関連する分
野において、国内外のグループ各社との緊密な連携のもとに制作、宣伝、販売を展開しております。
　連結売上高は、市販／配信事業において、アニメ関連作品、ゲームソフトおよびアーティストマネジメン
ト関連事業の売上が好調に推移したこと、特販／通販事業においても、全般的に売上が増加したことなどに
より、133億４千３百万円(前年度に比べ5.6％増)となりました。
　損益につきましても、前述の売上の増加に加え、市販／配信事業における利益率の高い過年度発売作品の
売上が堅調に推移したこと、特販／通販事業における利益率の高い音源使用にかかる売上が好調に推移した
こと、さらには、昨年度に実施した組織改革のための転進支援施策により全社的に固定費を大幅に削減した
ことなどにより、営業利益は12億円(前年度は営業損失８億９千５百万円)となり、経常利益も12億１千３百
万円(前年度は経常損失８億６千２百万円)となりました。
　また、米国における連結子会社に対する出資の全持分を譲渡したことに伴う特別損失５千９百万円を計上
したことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益は９億７千３百万円(前年度は親会社株主に帰属する
当期純損失16億４千６百万円)となりました。
　セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。

市販／配信事業
売上高 100億２千１百万円 営業利益 15億８千２百万円
　アニメ関連作品、ゲームソフトおよびアーティストマネジメント関連事
業の売上が好調に推移したことなどにより、売上高は100億２千１百万円
(前年度に比べ8.8％増)となりました。損益につきましては、前述の売上
の増加に加え、利益率の高い過年度発売作品の売上が堅調に推移したこと
などにより、営業利益は15億８千２百万円(前年度は営業利益１億９千９
百万円)となりました。
　主な作品といたしましては、「美空ひばり」の初出し映像、歌と演技、
語りでつづった “宙(そらから)” をはじめ、「氷川きよし」の新・演歌名
曲コレクションシリーズの第１弾アルバム “新・演歌名曲コレクション
－さすらい慕情－”、名古屋発の４人組ロック・バンド「04 Limited
Sazabys」のファースト・フル・アルバム “CAVU”、人気声優「内田彩」
のセカンドオリジナルアルバム “Blooming!”、“手裏剣戦隊ニンニンジャ
ー” シリーズ、すみっこにいるとなぜか落ち着く、ほんわかキャラクター
「すみっコぐらし」が商店街にてお店を始めるニンテンドー3DSソフト
“すみっコぐらし おみせはじめるんです” などの自社制作作品が、売上に
貢献いたしました。
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特販／通販事業
売上高 20億８千８百万円 営業利益 11億３千５百万円
　全般的に売上が増加したことなどにより、売上高は20億８千８百万円
(前年度に比べ19.6％増)となりました。損益につきましては、全般的に売
上が増加したこと、特に利益率の高い音源使用にかかる売上が好調に推移
したことなどにより、営業利益は11億３千５百万円(前年度は営業利益７
億２千７百万円)となりました。

その他
売上高 12億３千３百万円 営業利益 ３億７千万円
　売上高は12億３千３百万円(前年度に比べ26.2％減)となり、営業利益は３億７千万円(前年度は営業利益２億
４百万円)となりました。
　

　配当につきましては、期首の業績予想を上回る利益を計上することができたものの、純資産残高がいまだ脆
弱であることから、財務体質の強化を最優先とすることが適切な経営判断であると考え、誠に遺憾ながら見送
らせていただきます。

　今後も、フェイス・グループの一員として戦略的パートナーシップを構築していくことにより、グループ全
体で注力するアーティストの育成や様々な音楽関連サービスを充実させるとともに、グループ一丸となって音
楽業界にイノベーションを起こすべく事業にまい進してまいります。
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（2）対処すべき課題
当社を親会社とするコロムビアグループは、株主、
顧客、取引先その他すべての人々にとって価値ある企
業であるために、グループ一体となって、経営の効率
化と収益性の向上をめざした事業活動を推進するとと
もに、将来の成長に向け新規事業へ積極的に展開して
まいります。
　当社グループは、利益を安定的に計上できる体質に
することを最大の経営課題にしており、今後も継続し
て得意分野、成長分野へ経営資源を集中投下してまい
ります。音楽、映像関連業界の厳しい環境下におい
て、当社の中核である音楽制作を中心とした市販／配
信事業、制作した音源を活用した特販／通販事業およ
び両事業から派生する新規事業に経営資源を集中する
ことにより、さらに事業効率を高め、収益性を向上さ
せてまいります。
　今後も、フェイス・グループの一員として戦略的パ
ートナーシップを構築していくことにより、グループ
全体で注力するアーティストの育成や様々な音楽関連
サービスを充実させるとともに、グループ一丸となっ
て音楽業界にイノベーションを起こすべく事業にまい
進してまいります。

　各部門の取り組みは次のとおりです。
〔市販／配信事業〕
　演歌・歌謡曲部門：
　デビュー17年目を迎えた「氷川きよし」は、第
57回日本レコード大賞で “愛しのテキーロ” が優
秀作品賞を受賞するなどますます活動を充実させて
おります。今後とも、演歌アーティストNo.１の地
位を不動のものにするため、高く評価される作品を
リリースしてまいります。また、平成28年３月期
は、歌手「李香蘭」による神話を伝える名唱の集大
成 “伝説の歌姫 李香蘭の世界” が大変なご好評を
いただくことができました。引き続き、企画商品の
充実等に取り組んでまいります。「舟木一夫」、「都
はるみ」、「大川栄策」、「細川たかし」、「冠二郎」、
「八代亜紀」、「新沼謙治」、「クミコ」をはじめとす

るベテランアーティスト、中堅の「多岐川舞子」、
「田川寿美」、「大石まどか」、「山崎ていじ」、若手の
「走裕介」など多彩な才能を活かした作品づくりに
取り組んでまいります。

　ジャズ・クラシック・インターナショナル部門：
　クラシック、ジャズ、クロスオーバー(クラシッ
ク・ジャズ・ポップスといったジャンルの垣根を越
えて音楽性を融合させた作品ジャンル)、洋楽など
多様なジャンルの作品を制作しております。「上妻
宏光」などの実績のあるアーティストの作品のさら
なる拡充とともに、各方面から注目を集める天才ピ
アニスト「反田恭平」、新しい世代を担う「上野耕
平」、沖縄が育んだ歌手「上間綾乃」など才能ある
若手アーティストの確実なステップアップによるア
ーティストロースターの充実、クラシックカタログ
を活用したコンピレーション企画、洋楽ロック作品
の充実、および、アーティスト活動と連動したライ
ブ・コンサートの企画、主催、運営などに取り組ん
でまいります。今後も、音楽を様々な形で伝える機
会を提供してまいります。

　アニメ部門：
“THE IDOLM@STER” シリーズ、スーパー戦隊
シリーズが大変なご好評をいただいております。今
後も引き続き “THE IDOLM@STER” シリーズお
よびスーパー戦隊シリーズ40作品目の “動物戦隊
ジュウオウジャー” を核とし、ヒットに向けて重点
的にプロモートしてまいります。また、“SUPER
LOVERS”、“デート・ア・ライブ” をはじめとする
テレビアニメ番組や劇場公開アニメ作品への共同事
業参画を通じて、主題歌作品のリリースおよび権利
獲得などに積極的に取り組んでまいります。

定時株主総会招集通知添付書類 （宝印刷）  2016年05月25日 18時49分 $FOLDER; 3ページ （Tess 1.40(64) 20140530_01）
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　エデュケーショナル部門：
“いないいないばあっ！” シリーズ、“みいつけ
た！” シリーズなどNHK教育番組のCD・DVDが
ファミリー層から大変なご支持をいただいておりま
す。教科書販売会社、幼稚園・保育園向け商材の販
売会社との連携のもとタイアップ商品の開発に取り
組んでまいります。また、全国各地で幼稚園・保育
園・小学校の先生方を対象にダンス実技講習会を開
催しております「コロムビア・キッズダンス講習
会」事業をさらに発展させてまいります。

　邦楽部門：
　平成27年度(第70回)文化庁芸術祭賞において
“芳躅 生誕 77 沢井忠夫 箏曲三弦の世界” でレコ
ード部門大賞を受賞いたしました。今後も、伝統的
純邦楽、民謡を中心に、落語作品なども強化を行う
とともにSP音源復刻をはじめとする史料価値の高
い企画作品にも引き続き取り組んでまいります。

　J-POP部門：
　15年ぶりにメンバーが集結し再結成した
「THE YELLOW MONKEY」をはじめ、「松山千
春」、「9mm Parabellum Bullet」などの人気アー
ティストのファン層の一層の拡大を図ると共に、
「グッドモーニングアメリカ」、「Czecho No
Republic」、「TRUSTRICK」、「NakamuraEmi」な
どの注力アーティストの育成の他、
「Fear, and Loathing in Las Vegas」
「04 Limited Sazabys」をはじめとするアーティ
ストマネジメント事業についても、各種オーディシ
ョン施策を講じることにより、積極的に展開してま
いります。さらに、「I Don't Like Mondays.」、
「color-code」、「荒川ケンタウロス」などのフェイ
ス・グループ全体で注力するアーティストの育成に
より、グループ間の事業シナジーの実現を加速して
まいります。

　ゲーム部門：
“すみっコぐらし おみせはじめるんです” がご好
評をいただき、今もなお根強い人気を誇っておりま
す。今後も流行やニーズを的確に読み取り、人気キ
ャラクターのゲーム化などニンテンドー3DSマシ
ンの低年齢層への浸透に合わせた商品ラインナップ
の充実を図ってまいります。

〔特販／通販事業〕
　特販事業：
　引き続きマーケット別に取引先との関係を強化す
るとともに、新規販売チャネル、新規取引先の開拓
を進めてまいります。また、当社の豊富なコンテン
ツを有効活用することにより、シニア向け、団塊世
代向けの商品をはじめとする企画商品を充実させ、
音源の多角的事業展開を図ってまいります。

　通販事業：
　当社の親会社である株式会社フェイスと共同開発
した「受注」「決済」「配送」などの通販事業業務を
一貫して効率的に運用できるフルフィルメントシス
テムにより、効率的に事業を展開しております。さ
らに他のレコード会社と同システムを活用する業務
提携を行うことで、当社商品の新規販売先の獲得お
よび業務管理手数料などの新たな収益の獲得に成功
しております。今後も、同様の業務提携を業界他社
や異業種企業への拡大を目指す他、提携企業と共同
でのCD・DVD商品の企画・制作や顧客ニーズを勘
案した生活雑貨分野の商品企画などに取り組んでま
いります。

定時株主総会招集通知添付書類 （宝印刷）  2016年05月25日 18時49分 $FOLDER; 4ページ （Tess 1.40(64) 20140530_01）
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（3）設備投資等の状況
　特記すべき設備投資等はありません。

（4）資金調達の状況
　特記すべき資金調達はありません。

（5）事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　該当ありません。

（6）他の会社の事業の譲受けの状況
　該当ありません。

（7）吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当ありません。

（8）他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
　米国の当社完全子会社であるシーエムイーインクは、平成27年６月30日付で、その保有するエスエルジー
エルエルシーの全持分を譲渡いたしました。
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（9）財産および損益の状況の推移

区 分 第 162 期
(平成25年３月期)

第 163 期
(平成26年３月期)

第 164 期
(平成27年３月期)

第 165 期
(平成28年３月期)
(当 期)

売 上 高 （百万円） 14,311 13,975 12,629 13,343

経常利益又は経常損失（△）（百万円） 591 363 △862 1,213
親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△） （百万円） 359 283 △1,646 973

１株当たり当期純利益又は当期純損失（△） 　（円） 26.61 20.98 △122.07 72.17

総 資 産 （百万円） 8,730 8,758 7,760 7,988

純 資 産 （百万円） 3,089 2,940 1,418 2,365

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

１株当たり当期純利益 総資産 純資産

（注）1. 第163期（平成26年３月期）はアニメ関連作品は堅調に推移したものの、前年度好調でありましたゲームソフトの反動に
よる減収が大きかったこと、次世代のヒットアーティスト創出に向けた先行投資を積極的に実施したことなどにより減収、
減益となりました。

2. 第164期（平成27年３月期）は、厳しい市場環境の影響を受け、当年度発売作品および利益率の高い過年度発売作品の売
上、その他通販会社向け売上が大きく減少したことなどにより減収、減益となりました。
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3. 第165期（平成28年３月期）（当期）の状況につきましては、前記「1. 企業集団の現況に関する事項（1）事業の経過お
よびその成果」に記載のとおりであります。

4. 平成25年10月１日付で普通株式およびＡ種優先株式につき20株を１株とする株式併合を行ったため、第162期（平成25
年３月期）の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

（10）主要な事業内容（平成28年３月31日現在）
　当社グループは、当社および子会社５社、関連会社１社で構成されており、市販／配信事業および特販／通
販事業などを行っております。
　当社および子会社、関連会社の各事業においては、オーディオ・ビデオソフト、ゲームソフトの企画・制
作・販売および製造販売受託、アーティストの養成・マネジメント、著作隣接権などの印税収入、音源原盤・
映像原版の制作、音楽著作権の取得・管理を行っております。

（11）重要な親会社および子会社の状況等（平成28年３月31日現在）
　 ① 親会社との関係

当社の親会社は、株式会社フェイスで、同社は、当社の株式6,875千株(議決権比率51.86％)を保有し
ております。
なお、当社は、同社との間に共同原盤契約、通販および配信事業における業務委託契約、出向および出

向受入契約等を締結しております。

　 ② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当 社 の
議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

コ ロ ム ビ ア ・
マーケティング株式会社 100百万円 100.00％ 音楽、映像ソフト等の企画、販売に関する事業及

び製造販売受託事業
コロムビアソングス
株 式 会 社 20百万円 100.00％ 音楽著作権の取得、管理等

株 式 会 社
オ ー マ ガ ト キ 10百万円 100.00％ 音楽、映像ソフト等の企画・制作等

株 式 会 社 シ ー ツ ー
デ ザ イ ン 50百万円 100.00％ 音楽、映像ソフト等のパッケージデザインの企

画、制作等
シ ー エ ム イ ー
イ ン ク 45,194千米ドル 100.00％ 米国における持株会社

連結対象子会社は、上記記載の重要な子会社５社であります。
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　 ③ 持分法適用会社の状況

会 社 名 所 在 地 資 本 金 当 社 の
出資比率 主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社
フューチャーレコーズ 東京都港区 100百万円 33.00％ アーティストに関わる著作物の企画制

作、管理等
　持分法適用会社は、上記記載の１社であります。

　
④ 特定完全子会社の状況
　該当ありません。

⑤ 連結決算の概要
　当年度の連結売上高は133億４千３百万円(前年度に比べ5.6％増)、親会社株主に帰属する当期純利益
は９億７千３百万円(前年度は親会社株主に帰属する当期純損失16億４千６百万円)となりました。

（12）主要な営業所および工場等（平成28年３月31日現在）
日本コロムビア株式会社
　本 社 （東京都港区）
　営 業 所
名古屋営業所 （名古屋市中村区）
大阪営業所 （大阪市中央区）
福岡営業所 （福岡市中央区）

コロムビア・マーケティング株式会社（東京都港区）
コロムビアソングス株式会社（東京都港区）
株式会社オーマガトキ（東京都港区）
株式会社シーツーデザイン（東京都港区）
シーエムイー インク（米国 ジョージア州）
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（13）従業員の状況（平成28年３月31日現在）
従 業 員 数 前 期 末 比 増 減

216名 45名減
　
（14）主要な借入先の状況（平成28年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額
三井住友信託銀行株式会社 700百万円

株式会社三井住友銀行 252百万円

株式会社みずほ銀行 70百万円
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所有者別株式分布状況

個人・その他
(29.01％)

証券会社
(1.65％)

外国法人等
(5.28％)

その他
国内法人
(56.62％)

金融機関(7.44％)

2. 会社の株式に関する事項
（1）発行可能株式総数 50,000,000株

（2）発行済株式の総数 13,488,297株 （自己株式 24,573株を除く）
　
（3）当事業年度末の株主数 9,597名 （前期比 1,136名減）

（4）大株主の状況（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持株比率

株式会社フェイス 6,875千株 50.98％

株式会社第一興商 622千株 4.62％

MSCO CUSTOMER SECURITIES 489千株 3.63％
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 170千株 1.26％

三井住友信託銀行株式会社 125千株 0.93％
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口１） 110千株 0.82％
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口６） 110千株 0.82％
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口２） 100千株 0.75％
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 86千株 0.64％

富国生命保険相互会社 77千株 0.57％
（注） 持株比率は、自己株式（24,573株）を控除して計算しております。
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3. 会社の新株予約権等に関する事項
（1）当事業年度の末日に当社役員が有する職務執行の対価として交付された新株予約権等の内容の概要

第14回発行 第16回発行
保有人数
　監査役 １名 １名
株主総会の特別決議日 平成17年６月29日 平成18年６月28日
取締役会決議日 平成18年４月26日 平成18年６月28日
新株予約権の数 （注）１ 30個 20個
新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 普通株式
新株予約権の目的となる株式の数 1,500株 1,000株
新株予約権の発行価額 無償 無償
新株予約権の行使時の払込金額 （注）２（注）３ 3,000円 2,440円
新株予約権の行使期間 平成18年６月26日～

平成28年４月25日
平成18年９月１日～
平成28年６月30日

新株予約権の行使の条件 （注）４ （注）４
新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５ （注）５
有利な条件の内容 （注）６ （注）６

第17回発行 第22回発行
保有人数
　取締役（社外役員を除く）
　監査役

２名
１名

２名

株主総会の特別決議日 平成18年６月28日 平成21年６月24日
取締役会決議日 平成19年５月15日 平成21年６月24日
新株予約権の数 （注）１ 250個 400個
新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 普通株式
新株予約権の目的となる株式の数 12,500株 20,000株
新株予約権の発行価額 無償 無償
新株予約権の行使時の払込金額 （注）２（注）３ 2,140円 760円
新株予約権の行使期間 平成19年７月15日～

平成29年５月14日
平成21年８月１日～
平成31年６月30日

新株予約権の行使の条件 （注）４ （注）４
新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５ （注）５
有利な条件の内容 （注）６ （注）６
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（注）1. 新株予約権１個につき目的となる株式数は、50株であります。
2. 当社が株式分割または株式併合を行う場合には、１株当たりの行使価額を次の算式により調整し、調整の結果生じる１円未

満の端数は、これを切り捨てます。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率
　 上記の他、新株予約権発行後に、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他これらの場合に準じ、行使価

額の調整を必要と認める場合には、必要かつ合理的な範囲で、当社の取締役会が１株当たりの行使価額を適正に調整でき
るものとします。

3. 平成25年10月１日付で普通株式およびＡ種優先株式につき20株を１株とする株式併合を行ったため、新株予約権の行使価
額は、株式併合の割合を基に20倍に調整しております。

4. 新株予約権の行使の条件は、次のとおりであります。
（1）本新株予約権は、付与される新株予約権の個数の一部につき、これを行使することができるものとします。各新株予約

権の一部行使は、その目的たる株式の数が当社の１単元の株式数の整数倍となる場合に限り、これを行うことができま
す。

（2）その他の詳細や制限等は、株主総会および取締役会決議に基づき、当社および被割当者間で締結される新株予約権割当
契約書に定めるところによるものとします。

5. 本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認を要するものとします。
6. 保有者に対し新株予約権を無償で発行しました。

（2）当事業年度中に当社使用人、子会社役員および使用人に対して職務執行の対価として交付された新株予約
権等の内容の概要

　該当ありません。
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4. 会社役員に関する事項
（1）取締役および監査役の氏名等

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

取 締 役 会 長 平 澤 創

株式会社フェイス代表取締役社長
株式会社八創代表取締役
株式会社パソナグループ取締役
株式会社GENESIS代表取締役
BIC株式会社取締役

取 締 役 副 会 長 原 康 晴

代表取締役社長 吉 田 眞 市 株式会社フェイス フェイス・グループ参与

取 締 役 佐 伯 次 郎
株式会社フェイス取締役最高財務責任者兼管理本部長
株式会社フェイスフューチャーファンド代表取締役社長
株式会社オーケーライフ取締役

取 締 役 南 部 靖 之
株式会社パソナグループ代表取締役グループ代表兼社長
株式会社パソナ代表取締役会長
株式会社ベネフィット・ワン取締役会長

常 勤 監 査 役 長 吉　 晋 株式会社フェイス・ワンダワークス監査役

監 査 役 本 多 清

監 査 役 菅 谷 貴 子
弁護士（山田・尾﨑法律事務所）
学校法人桐蔭学園桐蔭横浜大学大学院法務研究科准教授
株式会社フェイス監査役
トーセイ・リート投資法人監督役員

（注）1. 取締役会長平澤 創氏、取締役南部靖之氏は、社外取締役であります。また、南部靖之氏は、金融商品取引所の定めに基づ
く独立役員として届け出ております。

2. 監査役本多 清氏、菅谷貴子氏は、社外監査役であります。なお、本多 清氏は、長年にわたり金融機関における業務経
験があり、財務および会計に関する相当程度の知見を有しております。また、菅谷貴子氏は、金融商品取引所の定めに基
づく独立役員として届け出ております。

3. 当期中の異動
平成27年６月24日開催の第164期定時株主総会終結の時をもって、阿部敏則氏は取締役を任期満了により退任いたしまし
た。
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4. 平成28年４月１日現在の執行役員は、次のとおりであります。

地 位 氏 名 担 当

執行役員 鈴 木 千 佳 代 最高財務責任者 兼 財務・管理本部長

執行役員 阿 部 三 代 松 コロムビア・マーケティング株式会社 代表取締役社長 兼 企画室長

執行役員 北 條 真 A&C本部 コロムビアハウス事業部長
　兼 アニメ・ビジネスユニット ユニットリーダー

執行役員 山 邉 覚

経営戦略室長
　兼 デジタル&マーケティング戦略推進プロジェクト プロジェクトリーダー
　兼 A&C本部 戦略マーケティング統括部 副統括部長
　兼 Webマーケティング部長
　兼 コロムビア・マーケティング株式会社
　 デジタル&ダイレクトマーケティング統括部長 兼 デジタルビジネス部長

執行役員 岡 野 博 行 A&C本部 レーベル事業部長
　兼 A&C第１・ビジネスユニット ユニットリーダー

（2）責任限定契約の内容の概要
　当社は、取締役平澤 創氏、取締役佐伯次郎氏、取締役南部靖之氏、常勤監査役長吉　晋氏、監査役本多
清氏および監査役菅谷貴子氏との間で、金300万円以上で予め定めた金額または法令が規定する額のいずれか
高い額を限度額とする責任限定契約をそれぞれ締結しております。
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（3）取締役および監査役の報酬等の額

区 分 支給人員 報酬の額
取 締 役
（う ち 社 外 取 締 役）

　５名
（ １名）

67百万円
（３百万円）

監 査 役
（う ち 社 外 監 査 役）

　３名
（ ２名）

17百万円
（７百万円）

合 計 　８名 84百万円

（注）1. 上記報酬の額には、当事業年度に係わる役員賞与引当金繰入額15百万円（取締役２名）を含んでおります。
2. 上記報酬のほか、社外役員が当社親会社または当社親会社の子会社（当社を除く）から受けた役員としての報酬額は51百

万円です。
3. 期末現在の在籍人員は、取締役５名、監査役３名であります。なお、取締役会長平澤 創氏(社外取締役)につきましては、

当社の成長・発展に向けて邁進すべく報酬を辞退する申し出があったため、無報酬といたしております。

（4）各会社役員の報酬等の額またはその算定方法に係る決定に関する方針の決定方法およびその方針の内容の
概要
① 取締役
　当社の取締役が受ける報酬については、代表取締役およびそのほかの取締役(社外取締役を除く)は職責
に見合った固定金額報酬と業績計画達成率に応じた業績連動型報酬、社外取締役は職責に見合った固定金
額報酬とし、取締役の報酬額を年額９千７百万円以内(うち社外取締役分は１千５百万円以内)といたしま
す。また、取締役会長平澤 創氏(社外取締役)につきましては、当社の成長・発展に向けて邁進すべく報
酬を辞退する申し出があったため、無報酬といたしております。なお、取締役の報酬額には、使用人兼務
取締役の使用人分給与は含まないものといたします。

② 監査役
　当社の監査役が受ける報酬については、職責に見合った固定金額報酬とし、監査役の報酬額を年額２千
万円以内といたします。
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（5）社外役員に関する事項
　 ① 社外取締役の兼職状況

地 位 氏 名 重要な兼職の状況

取 締 役 会 長 平 澤 創

株式会社フェイス代表取締役社長
株式会社八創代表取締役
株式会社パソナグループ取締役
株式会社GENESIS代表取締役
BIC株式会社取締役

取 締 役 南 部 靖 之
株式会社パソナグループ代表取締役グループ代表兼社長
株式会社パソナ代表取締役会長
株式会社ベネフィット・ワン取締役会長

（注）1. 社外取締役平澤 創氏が兼職している株式会社フェイスは当社の議決権を51.86%(発行済株式の総数に占める株式所有割
合は50.98%)保有する親会社であり、当社との間に共同原盤契約、通販および配信事業にかかる業務委託契約、出向およ
び出向受入契約等を締結しております。

2. 社外取締役平澤 創氏が兼職している株式会社八創、株式会社GENESISおよびBIC株式会社と当社との間には重要な関係は
ありません。

3. 社外取締役平澤 創氏および南部靖之氏が兼職している株式会社パソナグループと当社との間には重要な関係はありませ
ん。

4. 社外取締役南部靖之氏が兼職している株式会社パソナと当社との間に再就職支援にかかる業務委託契約を締結しておりま
す。

5. 社外取締役南部靖之氏が兼職している株式会社ベネフィット・ワンと当社との間には重要な関係はありません。

② 社外監査役の兼職状況

地 位 氏 名 重要な兼職の状況

監 査 役 本 多 清

監 査 役 菅 谷 貴 子
弁護士（山田・尾﨑法律事務所）
学校法人桐蔭学園桐蔭横浜大学大学院法務研究科准教授
株式会社フェイス監査役
トーセイ・リート投資法人監督役員

（注）1. 社外監査役菅谷貴子氏が兼職している株式会社フェイスは当社の議決権を51.86%(発行済株式の総数に占める株式所有割
合は50.98%)保有する親会社であり、当社との間に共同原盤契約、通販および配信事業における業務委託契約、出向およ
び出向受入契約等を締結しております。

2. 社外監査役菅谷貴子氏が兼職している山田・尾﨑法律事務所、学校法人桐蔭学園桐蔭横浜大学大学院およびトーセイ・リー
ト投資法人と当社との間には重要な関係はありません。
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　 ③ 主な活動状況
　 （i）取締役会および監査役会への出席状況

地 位 氏 名 取締役会（14回開催）
出席回数

監査役会（18回開催）
出席回数

取 締 役 会 長 平 澤 創 14

取 締 役 南 部 靖 之 14

監 査 役 本 多 清 14 18

監 査 役 菅 谷 貴 子 14 18

　 （ii）取締役会および監査役会における発言状況

氏 名 主 な 発 言 状 況

平 澤 創 企業経営における豊富な経験と幅広い見識から、必要かつ的確な発言を行って
おります。

南 部 靖 之 企業経営における豊富な経験と幅広い見識から、必要かつ的確な発言を行って
おります。

本 多 清 事業会社における監査役経験と、金融機関および事業会社の経営に携わること
により培った幅広い知識と見識から、必要かつ的確な発言を行っております。

菅 谷 貴 子 弁護士としての専門性に基づき、客観的な立場から有用、必要かつ的確な発言
を行っております。

定時株主総会招集通知添付書類 （宝印刷）  2016年05月25日 18時49分 $FOLDER; 17ページ （Tess 1.40(64) 20140530_01）



事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

22

5. 会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称
新日本有限責任監査法人

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
（単位：百万円）
支払額

1. 報酬等の額 29
2. 当社および当社子会社が支払うべき金銭
　 その他の財産上の利益の合計額 29

（注） 当社監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、報酬見積りの算出根拠等が適切であるか必要な検証を行ったうえで、会計監
査人が所要の監査体制・監査時間を確保し、適正な監査を実施するために本監査報酬額が妥当な水準であると認められること
から、会計監査人の報酬等の額について同意いたしました。

（3）非監査業務の内容
　当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務を委託しておりません。

（4）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、会計監査人
の解任または不再任に関する議案の内容を決定し、取締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会の会
議の目的とすることといたします。
　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査役
全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に
招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨およびその理由を報告いたします。

（5）会計監査人が受けた過去２年間の業務停止処分
　金融庁が平成27年12月22日付で発表した業務停止処分の概要
　① 処分対象 新日本有限責任監査法人
　② 処分内容 ・契約の新規の締結に関する業務の停止 3月（平成28年1月1日から同年3月31日まで）
　 ・業務改善命令（業務管理体制の改善）
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6. 会社の体制および方針
　
（1）取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を

確保するための体制および当該体制の運用状況
（業務の適正を確保するための体制の概要）
① 内部統制システムの整備の状況
イ．コンプライアンスの徹底
・コロムビアグループ行動規範を制定し、当社およびグループ会社の各取締役、監査役および従業員が
法令、規則および社内規程・方針を遵守した行動をとるための規範や行動基準を定めるとともに、リ
スクの未然防止と早期解決のために、社内通報に関する取扱規程により、通報者に不利益が生じない
ことを確保したうえで、顧問弁護士も含めた複数の担当者を通報先とする社内通報制度を設置し、コ
ンプライアンスの推進を図ります。なお、社内通報制度により通報された情報は、当社の監査役に報
告されるものとします。また、代表取締役社長を委員長とし、法務担当部門長などで構成されるコン
プライアンス委員会を設置し、コンプライアンス体制の構築・運営に必要な事項を調査、検討、検証
するとともに、啓蒙活動を実施いたします。
・当社およびグループ会社は、社会の一員として市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力お
よび団体に対しては、毅然とした態度で臨み、一切の関係を遮断します。

ロ．経営の効率性、透明性を確保し、適正かつ迅速な業務執行を行う体制
・経営環境の変化に応じて最適な経営体制のもとに機動的に運営するため、取締役の任期は１年としま
す。また、執行役員制度を導入し、取締役会の機動性確保、監督機能の強化を図ります。さらに、業
務執行の迅速性を高めるために、業務執行取締役および執行役員などで構成される業務執行会議を設
置します。
・各グループ会社については、担当部門において、グループ会社と一定の重要事項について協議、情報
交換等を行うことを通じて、経営の効率性等の向上を図ります。

ハ．経営監視機能の強化
・当社およびグループ会社は、監査役監査の実効性を確保するために、取締役会をはじめ業務執行会議
その他の重要な会議への出席により、監査役による取締役の意思決定の過程および業務の執行状況を
把握する体制を確保します。また、当社およびグループ会社の各取締役、監査役および従業員は、監
査役および監査役会に対する重大な事項の報告をするとともに、重要な決裁書類の回付等の体制の構
築、運用を実施します。監査役および監査役会に対して報告をした者に対しては、不利益が生じない
ことを確保いたします。さらに、代表取締役社長と監査役は、定期的に会合をもち、経営方針を確認
するとともに、会社が対処すべき課題、事業その他に関するリスクのほか、監査役監査の環境整備の
状況、監査上の重要課題等について意見交換を行います。
・監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、これに応じます。
・取締役からの独立性および監査役からの指示の実効性を確保するため、監査役は上記使用人の人事に
ついて変更を求めることができます。また、当社は、上記使用人の任命、解雇、配転および人事異動
等の雇用条件に関する事項について、監査役の同意を要することとしております。さらに、上記使用
人は監査役の指揮命令に従うものとし、取締役および従業員の指揮命令は受けないものとしておりま
す。

・現在、上記使用人は置いておりませんが、業務執行部門から独立した代表取締役社長直轄の組織とし
て内部監査室を設置しております。監査役は、年間の監査計画に従って、内部監査室および各部門か
ら定期的に報告を受け、また、適宜指示を出し、監査しております。
・監査役は、その職務執行上の必要に応じて、法律・会計等の専門家に自由にアクセスすることがで
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き、その費用は当社が負担することとしております。また、その職務を効果的に遂行するために会計
監査人から年間の監査計画の説明を受け、さらに監査結果の報告を含む定期会合を開催し監査役の職
務および活動に関連するあらゆる事項について協議いたします。特に、内部監査結果につきまして
は、全て会計監査人に報告しております。
・取締役会による、取締役の業務執行に対する監督、監査の実効性を高めるために、取締役５名のうち
社外取締役を２名選任しております。また、監査役３名のうち２名は社外監査役です。
・内部監査室が行う内部監査を通じて、適法性および妥当性の観点から検討・評価することにより、不
正過誤を防止し、経営の合理化および効率増進を図ります。

ニ．グループ会社管理
・当社およびグループ会社は、担当部門において、当社グループにおける業務の適正を確保するため、
グループ各社における適切な内部統制の構築を目指し、かかる内部統制の実効性を高める施策を実施
しております。また、当社は、グループ各社から当該グループ会社の営業成績、財務状況その他の重
要な情報について、定期的に報告を受け、必要な指導・支援を実施いたしております。

② リスク管理体制の整備の状況
リスク管理体制としては、担当部門において、リスクマネジメント機能強化のため、リスクの抽出、
把握、予防、対応策の検討を行い、当社およびグループ会社への周知徹底を図っております。また定期
的にリスクの状況のモニタリングを行うことにより、事前の予防ならびに発生時の適切な対応ができる
体制をとっております。

③ 情報の保存・管理に関する体制
当社が取り扱う情報の適正管理の体制および管理方法を定めた情報管理規程に基づき、情報管理統括
責任者および各部門の情報管理責任者が情報の記録、保存、管理を行っております。

　
（業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要）
当社およびグループ会社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりでありま
す。
・当社は、原則として月１回開催される定例取締役会に加えて、適宜臨時取締役会を開催し、法令また
は定款に定められた事項および経営上重要な事項の決議等を行うとともに、取締役の業務執行の監督
を行いました。また、取締役会により選任された各執行役員は、代表取締役社長の指揮・監督の下、
各自の権限および責任の範囲において業務を執行いたしました。
・監査役は、取締役会をはじめ業務執行会議その他の重要な会議への出席や、定期的に行われる取締役
と監査役との会合等を通して意見交換を行うことにより、監査の実効性を確保しております。
・財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に鑑み、策定した実施計画に基づき内部統制評価を実施いた
しました。
・コンプライアンス意識の向上を目的とした研修を実施いたしました。
・社内通報制度の設置に関する規程を整備し、当社およびグループ会社に周知、運用しております。
・個人情報を含めた会社の機密情報の漏えい防止を目的とした研修を実施いたしました。
・各グループ会社については、一定の重要事項について当社との間で協議、情報交換等を実施いたしま
した。

　
（2）株式会社の支配に関する基本方針

当社は、平成25年５月21日開催の取締役会において、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者
の在り方に関する基本方針を下記①のとおり定めております。また、当社は、当該方針に照らして不適切な
者によって、当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止する取組みとして、平成25年６月
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21日開催の第162期定時株主総会における株主の皆様のご承認に基づき、「当社株券等の大量買付行為への
対応策（買収防衛策）」（以下、「本プラン」といいます。）を導入しております。
なお、当社は、平成28年５月17日開催の取締役会において、同年６月24日開催予定の第165期定時株主

総会終結の時をもって、本プランを更新せずに廃止することを決議いたしました。

① 当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針
当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者としては、当社の企業価値の源泉および当
社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、中長期的な当社の企業価値および会社の利
益ひいては株主共同の利益の確保、向上に資する者が望ましいと考えております。
上場会社である当社の株券等は、株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社株券

等に対する大量買付行為またはこれに類似する行為があった場合においても、これに応じるか否かは最
終的には株主の皆様の自由な意思により判断されるべきであると考えます。
しかしながら、わが国の資本市場においては、対象となる企業の経営陣との協議や合意等のプロセス
を経ることなく、一方的に大量買付行為またはこれに類似する行為を強行する動きが散見され、こうし
た大量買付行為の中には、対象会社の企業価値の向上および会社の利益ひいては株主共同の利益に資さ
ないものもあります。また、当社は、才能あるアーティストの素晴らしい音楽を、時代の流れに合った
カタチで世界中のリスナーにお届けするという使命を実現することによってこそ、当社グループの企業
価値、株主共同の利益を向上させることができると考えており、かかる使命の実現に向けては100年に
わたって蓄積した膨大な楽曲資産およびその活用が必要不可欠と認識しております。このような豊富な
楽曲資産価値を著しく毀損し、当社の使命の実現を著しく困難なものにするおそれのある大量買付行為
を防止することが、企業価値の向上および会社の利益ひいては株主共同の利益を確保する観点から求め
られております。
当社といたしましては、企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある
不適切な大量買付行為またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務および事業の方針の決定を支
配する者として不適切であると考えており、万一このような者が現れた場合には、当社として必要かつ
相当な対抗措置をとることが、当社の中長期的な企業価値の向上および会社の利益ひいては株主共同の
利益を実現するために必要であると考えております。

② 基本方針の実現に資する特別な取組み
（i）企業価値の向上に資する取組み

当社は、才能あるアーティストの素晴らしい音楽を、時代の流れに合ったカタチで世界中のリスナー
にお届けするという使命を実現することにより、当社グループの企業価値、株主共同の利益を向上させ
ることができると考え、各種取組みを進めております。

　イ．販売力の体制強化
マーケティングのプロ集団として長年培ってきたノウハウを活用し、音楽周辺ビジネスを含めた新規

商材の開発・展開に積極的に取り組みながら、ひとつの会社として事業成長を目指す中で、新たな営業
のあり方を模索・構築していくという方針のもと、当社完全子会社のコロムビア・マーケティング株式
会社に当社グループの全営業力を結集させ、マーケティングと販売のプロフェッショナル集団として位
置付けることにより、グループ全体のさらなる営業機能の効率化・高度化を進めることのできる体制を
整えております。

　ロ．顧客（リスナー）層の拡大・音楽流通の多様化に向けた対応
当社がこれまで長い歴史の中で培ってきたブランド力や作家、アーティスト等との良好な関係を活か

しつつ、より多くの方々に音楽を親しみ、楽しんでいただけることを目的として、従来の音楽流通の形
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態にとらわれることなく、多種多様な新規事業を展開することで、当社の事業の顧客となりうるリスナ
ー層の拡大を目指しております。

　ハ．360°戦略の推進
現在、当社は「リスナーが本当に求めているものを提供するには何ができるか」という本質に立ち返
り、自社でアーティストを発掘・育成し、楽曲制作等の音楽活動だけにとどまらず、アーティスト活動
の全てに積極関与していくという自己完結型のビジネスモデルである「360°戦略」を推進しておりま
す。当該戦略は、全ての面で当事者になることで、新たに見えてくることがあるという信念のもと、
CDのセールスだけでなく、配信、ライブ・イベントの開催やグッズの開発・販売などを展開しており
ます。

（ii）コーポレートガバナンスの整備
当社の取締役会のメンバー５名のうち２名が社外取締役で構成されており、法令で定められた事項お
よび経営上の重要事項を審議、決議するとともに、取締役の職務を監督しております。
また、経営監視機能として監査役会制度を採用しており、監査役３名のうち２名が社外監査役で構成

され、適法性および適正性の観点から、会計監査人ならびに内部監査室と連携をとりながら、当社およ
びグループ会社の業務執行を監査しております。
さらに当社は、執行役員制度を導入することにより、管轄する事業や日常業務のより機動的な執行を

図るとともに、業務執行取締役および執行役員による業務執行会議を定期的に開催し、迅速な意思決定
ができる体制となっております。
今後とも当社は、株主の皆様をはじめ全てのステークホルダーにとって価値ある企業であり続けるた
めに、継続的にコンプライアンスを徹底し、コーポレートガバナンスの維持、構築に努めてまいりま
す。

③ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止す
るための取組み
本プランは、当社株券等の大量買付行為を行おうとする者が遵守すべきルールを策定するとともに、
一定の場合には当社が対抗措置をとることを明らかにし、大量買付行為を行おうとする者に対し、株主
および取締役会による判断のための情報提供と当社取締役会による評価・検討の期間の付与を要請して
おります。また、大量買付行為を行おうとする者が本プランに定めるルールを遵守しない場合または大
量買付行為によって当社の企業価値および株主共同の利益を著しく損なうと判断される場合に限り、当
社取締役会は、対抗措置として当社株主に対する新株予約権の無償割当等を決議することができます。
さらに、本プランに係る当社取締役会の判断の合理性および公正性を担保するために、独立委員会が
設置されます。大量買付行為を行おうとする者に対し対抗措置をとる場合には、当社取締役会は、対抗
措置の発動の是非その他当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確保および向上に関する事項につい
て、独立委員会に対して諮問し、独立委員会は、当社取締役会に対して対抗措置の発動の是非について
勧告を行います。当社取締役会は、独立委員会による勧告を最大限尊重して、対抗措置を発動するか否
かの判断を行います。また、当社取締役会は、独立委員会が対抗措置の発動について勧告を行い、発動
の決議について株主総会の開催を要請する場合には、株主総会を開催し、当該株主総会の決議に従うも
のとします。
なお、本プランの有効期間は、平成28年６月開催予定の第165期定時株主総会の終結の時までとして
おります。
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④ 上記取組みが基本方針に沿うものであること、当社株主の共同の利益を損なうものではないこと、およ
び当社役員の地位の維持を目的とするものではないことに関する当社取締役会の判断、ならびにその理
由
上記②の取組みにつきましては、当社の企業価値の向上および株主共同の利益の実現を直接の目的と

するものでありますので、上記①の基本方針の実現に沿うものと考えております。また、この取組みは
当社株主の共同の利益を損なうものではなく、当社役員の地位の維持を目的とするものでもありませ
ん。
上記③の取組みにつきましては、(イ)本プランは買収防衛策に関する指針の要件等を完全に充足して
いること、(ロ)本プランは企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益の確保または向上を目的
として導入されていること、(ハ)本プランの導入および存続について株主の皆様の意向を反映しており
株主意思を重視するものであること、(ニ)本プランにおいては独立委員会の設置により独立性の高い社
外者の判断を重視することとされ当社取締役会の判断の客観性・合理性を担保するための十分な仕組み
が確保されていること、(ホ)本プランにおいては、大量買付行為に対する対抗措置の発動には、合理的
な客観的要件の充足を必要とされており当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確
保していること、(ヘ)第三者専門家の意見の取得により当社取締役会および独立委員会の判断の公正性
および合理性がより強く担保される仕組みが確保されていること、(ト)本プランは、当社の株主総会で
選任された取締役で構成される取締役会の決議によりいつでも廃止できることとされており当社取締役
会の任期は１年であることなどにより、上記①の基本方針の実現に沿うものであり、当社株主の共同の
利益を損なうものではなく、当社役員の地位の維持を目的とするものではないことは明らかであると考
えております。

なお、本プラン導入当初の独立委員会委員の氏名および略歴、独立委員会規則の概要、新株予約権の
要項、大量買付行為開始時のフローチャート等、買収防衛策の詳細につきましては、当社ホームページ
(http://columbia.jp/company)において開示しております。

（3）剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、安定した配当の維持を基本とし、将来の事業展開に備え内部留保の充実を図りつつ、業績および
今後の見通しなどを総合的に勘案し、配当を行うことを方針としております。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注） この事業報告中の記載金額（１株当たり当期純利益又は純損失を除く）および株式数は、表示単位未満を切り捨てております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成28年３月31日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）
流 動 資 産 7,398 流 動 負 債 4,628
現 金 及 び 預 金 4,542 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 816
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 1,591 短 期 借 入 金 290
商 品 及 び 製 品 298 １年内返済予定の長期借入金 288
仕 掛 品 200 リ ー ス 債 務 9
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 43 未 払 金 623
繰 延 税 金 資 産 1 未 払 費 用 262
前 渡 金 310 未 払 印 税 1,718
前 払 費 用 208 未 払 法 人 税 等 93
そ の 他 204 返 品 調 整 引 当 金 85
貸 倒 引 当 金 △3 そ の 他 441
固 定 資 産 589 固 定 負 債 994
有 形 固 定 資 産 171 長 期 借 入 金 444
建 物 及 び 構 築 物 92 リ ー ス 債 務 4
機 械 及 び 装 置 16 繰 延 税 金 負 債 1
工具、器具及び備品 52 退 職 給 付 に 係 る 負 債 508
土 地 0 資 産 除 去 債 務 34
リ ー ス 資 産 9 そ の 他 2
無 形 固 定 資 産 123 負 債 合 計 5,623
リ ー ス 資 産 3 （純 資 産 の 部）
ソ フ ト ウ ェ ア 114 株 主 資 本 2,521
そ の 他 5 資 本 金 1,000
投 資 そ の 他 の 資 産 294 資 本 剰 余 金 557
投 資 有 価 証 券 51 利 益 剰 余 金 995
繰 延 税 金 資 産 3 自 己 株 式 △31
長 期 前 払 費 用 1 その他の包括利益累計額 △198
長 期 未 収 入 金 74 その他有価証券評価差額金 2
そ の 他 444 為 替 換 算 調 整 勘 定 △175
貸 倒 引 当 金 △280 退職給付に係る調整累計額 △25

新 株 予 約 権 42
純 資 産 合 計 2,365

資 産 合 計 7,988 負 債 ・ 純 資 産 合 計 7,988
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連 結 損 益 計 算 書
（平成27年４月

平成28年３月
１
31
日から
日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 13,343
売 上 原 価 7,584

売 上 総 利 益 5,758
販売費及び一般管理費 4,558

営 業 利 益 1,200
営 業 外 収 益
受 取 利 息 0
受 取 配 当 金 0
未 払 印 税 整 理 益 15
受 取 手 数 料 4
そ の 他 6 27

営 業 外 費 用
支 払 利 息 12
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 0
そ の 他 1 14

経 常 利 益 1,213
特 別 利 益
新 株 予 約 権 戻 入 益 15 15

特 別 損 失
減 損 損 失 9
海 外 事 業 整 理 損 59
著 作 権 関 連 損 失 10
投 資 有 価 証 券 評 価 損 3
そ の 他 0 83

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,146
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 173
法 人 税 等 調 整 額 △1 172
当 期 純 利 益 973
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 ―
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 973
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連結株主資本等変動計算書
（平成27年４月

平成28年３月
１
31
日から
日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当 期 首 残 高 1,000 557 21 △30 1,548
当 期 変 動 額
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 973 973

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額）
当 期 変 動 額 合 計 － － 973 △0 972
当 期 末 残 高 1,000 557 995 △31 2,521

その他の包括利益累計額
新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金 為替換算調整勘定 退職給付に係る調整累計額 その他の包括利益累計額合計
当 期 首 残 高 1 △223 32 △189 58 1,418
当 期 変 動 額
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 973

自 己 株 式 の 取 得 △0
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額） 1 47 △58 △9 △15 △25

当 期 変 動 額 合 計 1 47 △58 △9 △15 947
当 期 末 残 高 2 △175 △25 △198 42 2,365
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貸 借 対 照 表
（平成28年３月31日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）
流 動 資 産 6,072 流 動 負 債 4,318
現 金 及 び 預 金 2,900 支 払 手 形 203
売 掛 金 2,014 買 掛 金 563
商 品 及 び 製 品 298 短 期 借 入 金 290
仕 掛 品 200 １ 年 内 返 済 予 定 の

長 期 借 入 金 288
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 43 リ ー ス 債 務 9
前 渡 金 21 未 払 金 798
前 払 費 用 194 未 払 費 用 192
未 収 入 金 287 未 払 印 税 1,571
そ の 他 110 未 払 法 人 税 等 45
貸 倒 引 当 金 △1 前 受 金 23
固 定 資 産 778 預 り 金 68
有 形 固 定 資 産 171 返 品 調 整 引 当 金 85
建 物 92 そ の 他 179
機 械 及 び 装 置 16 固 定 負 債 983
工具、器具及び備品 52 長 期 借 入 金 444
土 地 0 リ ー ス 債 務 4
リ ー ス 資 産 9 繰 延 税 金 負 債 1
無 形 固 定 資 産 114 退 職 給 付 引 当 金 482
ソ フ ト ウ ェ ア 105 資 産 除 去 債 務 34
リ ー ス 資 産 3 そ の 他 16
そ の 他 4 負 債 合 計 5,302
投 資 そ の 他 の 資 産 492 （純 資 産 の 部）
投 資 有 価 証 券 51 株 主 資 本 1,503
関 係 会 社 株 式 194 資 本 金 1,000
長 期 貸 付 金 9 資 本 剰 余 金 169
長 期 前 払 費 用 0 そ の 他 資 本 剰 余 金 169
長 期 未 収 入 金 64 利 益 剰 余 金 365
そ の 他 437 利 益 準 備 金 760
貸 倒 引 当 金 △265 そ の 他 利 益 剰 余 金 △395

自 己 株 式 △31
評 価 ・ 換 算 差 額 等 2
その他有価証券評価差額金 2

新 株 予 約 権 42
純 資 産 合 計 1,548

資 産 合 計 6,851 負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,851
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損 益 計 算 書
（平成27年４月

平成28年３月
１
31
日から
日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 12,160
売 上 原 価 6,945

売 上 総 利 益 5,215
販売費及び一般管理費 4,711

営 業 利 益 503
営 業 外 収 益
受 取 利 息 0
受 取 配 当 金 323
受 取 手 数 料 78
未 払 印 税 整 理 益 15
そ の 他 16 435

営 業 外 費 用
支 払 利 息 12
そ の 他 1 13

経 常 利 益 925
特 別 利 益
新 株 予 約 権 戻 入 益 15 15

特 別 損 失
減 損 損 失 9
海 外 事 業 整 理 損 5
投 資 有 価 証 券 評 価 損 3
そ の 他 0 18

税 引 前 当 期 純 利 益 922
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 △34
当 期 純 利 益 956
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株主資本等変動計算書
（平成27年４月

平成28年３月
１
31
日から
日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金
その他資本剰余金 資本剰余金合計

当 期 首 残 高 1,000 169 169
当 期 変 動 額
当 期 純 利 益
自己株式の取得
株主資本以外の
項目の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 － － －
当 期 末 残 高 1,000 169 169

株 主 資 本
利 益 剰 余 金 自己株式 株主資本合計利益準備金 その他利益剰余金 利益剰余金合計

当 期 首 残 高 760 △1,352 △591 △30 547
当 期 変 動 額
当 期 純 利 益 956 956 956
自己株式の取得 △0 △0
株主資本以外の
項目の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 － 956 956 △0 955
当 期 末 残 高 760 △395 365 △31 1,503

評価・換算差額等 新株予約権 純資産合計その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計
当 期 首 残 高 1 1 58 607
当 期 変 動 額
当 期 純 利 益 956
自己株式の取得 △0
株主資本以外の
項目の当期変動額（純額） 1 1 △15 △14
当 期 変 動 額 合 計 1 1 △15 941
当 期 末 残 高 2 2 42 1,548
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
平成28年５月12日

日本コロムビア株式会社
　 取 締 役 会 御中

新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐 々 木 健 次 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 内 藤 哲 哉 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、日本コロムビア株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日
までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表
について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示す
ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにあ
る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法
人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査
を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法
人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目
的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じ
た適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営
者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を
検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　
監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、日本コロム
ビア株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点におい
て適正に表示しているものと認める。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
平成28年５月12日

日本コロムビア株式会社
　 取 締 役 会 御中

新日本有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐 々 木 健 次 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 内 藤 哲 哉 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、日本コロムビア株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月
31日までの第165期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにそ
の附属明細書について監査を行った。
　
計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明
することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を
策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統
制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め
全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認
める。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監査報告書
　当監査役会は、平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第165期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役
が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１.監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締
役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査室その
他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて
説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、
子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告
を受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及
びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３
項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につ
いて、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を
表明いたしました。
③ 事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取締役会そ
の他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。
④ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に
行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成
17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から金融庁の行政処分を受け業務改善計画を提出したとの報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報
告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
④ 事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針については、指摘
すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号ロの各取組みは、当該基本方針
に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするも
のではないと認めます。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成28年５月16日
日本コロムビア株式会社 監査役会

常勤監査役 長吉　 晋 ㊞
監査役（社外監査役） 本多 清 ㊞
監査役（社外監査役） 菅谷 貴子 ㊞

以 上
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2016年2月に2ndシングル『Sorry』で、より洗練
さを増した大人っぽい楽曲と、斬新なPVを世に
放った I Don’t Like Mondays. 。洒落たイメー
ジとは裏腹に、奏でるメロディーとそこに通底する
思想は骨太。若い女性を中心に圧倒的な支持
を受ける彼らが描く未来は、シーンを根底から揺
さぶるほどに激しく、明るい。

アーティストインタビュー

I Don't Like Mondays.
“世界水準のポップスロックバンド”は
大きな未来を描く

P ROF I L E
左から、秋気Shuki（ドラム）、兆志Choji（ギター）、悠Yu

（ボーカル）、謙二Kenji（ベース）。オシャレな女の子
を踊らせるため、2012年表参道で結成された世界水
準のポップスロックバンド。2014年、人気曲『Perfect 
Night』『MEMORIES』を含む1stミニアルバム『PLAY』
をリリース。2015年 には、1stシングル『WE ARE 
YOUNG/Super Special』を経て、満を持して1stアル
バム『TOKYO』をリリース。「全曲シングルカットできる
クオリティを目指した」と語る同アルバムからは、3本のタ
イアップ曲が誕生した。音楽以外の活動も精力的で、
TOKYO FM「アイドラ男子夜会」や、女性ファッション
誌「Domani」連載など、多彩な活動でファンが急増中。
ちなみに、月曜日はバンドの定休日で、月曜日が祝日の場
合は翌日に振り替えとのこと。
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—まずは、初めてI Don’t Like Mondays.を知る方に、自己紹介をお
願いします。
悠　楽しい週末を過ごした後、ちょっと憂鬱な月曜日を過ごす方も多いと
いうことで、憂鬱な気持ちを吹き飛ばすような音楽ができたらという思いを
バンド名に込めています。今の日本の音楽シーンは、歌詞も含めて割と暗
めな楽曲が多いように感じますが、僕らは真逆の場所にいます。音楽的
には、明るいメッセージや、楽しくなってつい踊り出したくなるようなものを目
指しています。
—どのような雰囲気の中で、これほどに軽快なポ
ップチューンを作っているのですか？
悠　まず、最初にどのような曲にするかをメンバーで
意志統一します。I Don’ t Like Mondays.という集
合体にとって必要な要素は何か、音を出す前の話
し合いが一番大切で、曲作りの実作業よりむしろそ
の時間のほうが長いくらいです。
秋気　意外と真面目です（笑）。僕たちは趣味も個
性もバラバラですが、そんな4人が集まるからこそ良
いものを作り出せる。先の話し合いに始まり、「自分
たちが共通して良いと思える音楽だけを生み出す作
り方」を、デビュー前から丁寧に作り上げてきたのが
一番の強みだと思います。
—デビューから2年。日本の音楽シーンでどのよ
うな存在になりたいと考えていますか？
秋気　昔僕らがテレビで観て憧れたロックスターと
言われる人たちが、世間を賑わせている状況をもう一度作れないかな、と
心のどこかで思っていて。最初からそのような地点を目指すバンドも少ない
と思いますので。
悠　割と大真面目なその想いから、自分たちの「世界観」をトータルで提
示してきました。ジャケットやPVの映像はもちろん、グッズに至るまで自分
たちで全てディレクションし、楽曲以外の面もかなり力を入れています。
謙二　僕らの音楽をどこかで聴いた人が、「え、バンドだったの？」くらいでよ
くて、PVや写真がカッコイイとか、入口はなんでもいいです。僕らに触れら
れる分野がたくさんあって、その各分野で最高のものを作るのが理想で
す。ジャンルの垣根を全部壊していきたい。
悠　固定観念を無くしたいです。クラブが好きな子にもライブハウスに来
て欲しいし、僕らも「バンドだからこれはやらない」というのは、ただの固定観
念でつまらない。
秋気　カッコよかったらそれでいい。このバンドにはNGがないんです。
—2ndシングル『Sorry』のPVも、固定観念を吹き飛ばす勢いがあり

ます。メンバーが次 と々殺されていき……
悠　これまでPVを5本作ってきて、どこかワンパターン化している気がし
たので、賛否両論あるものを作りたいと思いました。
兆志　曲調はファンの間でも人気が高い『FIRE』という楽曲のポップで
ダンサブルな方向性を踏襲しつつ、より都会的な大人っぽさや、夜っぽさ
もイメージしています。
悠　でも、そんな雰囲気とは逆に、歌詞は思い切り失恋ソングになってい

たり、新たな挑戦が多い作品になりました。反省点
は、PVの映像の衝撃が強すぎて、一回で曲が頭
に入ってこないという声が（笑）。
— 秋には待望の全国ツアーが決定しました。順
調に進化を遂げていますが、今の自分たちの成長を
どう感じていますか？
悠　リード曲がそのまま人気曲になったり、ライブハ
ウスに一度も来たことがないお客さんにも観に来て
いただいたり、ファッションから入る方もいたりと、実は
割と思い描いていた通りです。やっていることは間
違っていないと感じているし、今のスタイルに自信を
持っています。まだ規模が小さいので、もっともっと
枠を広げていきたいですね。
兆志　思い通りにいかずに苦しんだ時期があった
分、逆に自分たちの音楽をしっかり見つめてこられた
のかな、と感じています。
—最後に株主の皆様へメッセージをお願いします。

悠　バンドに興味がない方が聴いても「結構カッコイイ」と思えたり、音に
うるさい方が聴いても「こいつら悪くないぞ」と唸らせる音楽を目指していま
す。ファン層も幅広く、僕たちが80年代の音楽に影響を受けているため
か、母娘で一緒に来たというお客さんもいたりして。なので、ぜひお聴きい
ただき、僕たちのポテンシャルを感じていただければ嬉しいです。楽曲はも
ちろん、PVやグッズ販売まで僕たちは全部本気なので、売上面でも貢献
させていただきます！（笑）

I Don't Like Mondays.

『Sorry』
2016年2月17日発売

【初回盤（CD+DVD）】1,800円（税別）
【通常盤（CD）】1,000円（税別）

これぞ“アイドラ”というほどにポップでご機嫌な曲調に
乗せて歌われる、浮気男の失恋ソング。本格的に作
り込まれたPVも観る者の固定観念を次 と々覆してい
くストーリー展開で、話題を呼んだ。『Girlfriend』と各
minus oneを含む全4曲。
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—レコードデビュー48年。アニメソング（以下アニソン）との
出会いについてお聞かせください。
水木　コロムビアとは、かれこれ約半世紀のお付き合いとなりま
す。ジャズ喫茶のオーディションを機にステージデビュー後、作曲
家の和田香苗先生の下で修行し、ジャズ、ポップス、ロック、ウエ
スタン、演歌など、浪曲以外の全てのジャンルを勉強しました。そ
して、1968年に『君にささげる僕の歌』で念願のレコードデビュ
ー。カンツォーネ調のきれいな曲でしたが、個性的な声の歌手が
活躍していた時代にそぐわず、その後数枚のシングルを出して、
いったん歌謡界を退きました。でも、その後コロムビアが東映と
組んでアニソンの専門歌手を育てるという動きがあり、運良く僕
に話が来たのです。映画の主題歌は好きだったし、顔は出なくて
も繰り返しテレビで歌は流れるし、まだ未知のジャンルなので、無
限の可能性を感じました。何より、感受性豊かなこどもたちと向き
合って歌うことに意味があると思いましたね。
—その後、アニソン歌手として成功も失敗も多く経験されたと
聞いています。
水木　アニソンに転向すると、次々にオファーをいただきました。
どんな曲が来てもすぐに歌えるように、常にアンテナを張っていた
のが良かったのでしょう。アニソンにはあらゆる音楽の要素が含
まれているので、デビュー前の修行が役立ちました。歌謡曲時
代にはマイナスでしかなかった「無個性」も、ヒーローに合わせて
歌い方を自在に変えるというアニソンにおいては最大の強みにな
りました。顔が知られることこそありませんでしたが、「こんなに売れ
ていいの？」というくらいヒット曲に恵まれました。ただ、各社からセ
ールスのためのタイアップのアニソンが増えるにつれ、苦労もあり
ました。でも、そんな時代ですら、ひとたび『マジンガーZ』を歌え
ば水戸黄門の印籠のごとく周囲の反応が一変するのを目の当

アーティストインタビュー

水木一郎

PROF I L E
アニメソングのパイオニアにして、今なおトップを
走り続ける「アニメソング界の帝王」。「アニキ」
の愛称で親しまれ、テレビやラジオでもそのキャラ
クターを発揮。1971年の『原始少年リュウ』主
題歌に始まり、『マジンガーZ』『キャプテンハーロ
ック』などのアニメソングや、『仮面ライダー』シリー
ズなどの特撮ソングを歌い続け、持ち歌は1200
曲を超える。1999年には、前人未到の「24時
間1000曲ライブ」を敢行。「日本で一番多くの
曲を歌った単独ライブ」として、音楽史に足跡を
残した。海外での人気も高く、フランス、中国（香
港、広州、上海）、韓国、シンガポール、タイ、インド
ネシア、コスタリカ、ベトナムでの海外公演など活
躍の場は日本にとどまらず、2010年には上海国
際博覧会にてJAPAN WEEKのオープニングを
飾った。小学生の道徳教材に「個性伸張」の
題材としてその半生が掲載されるなど、約半世紀
にわたりこどもたちに夢と希望を与え続けている。

デビューから約半世紀。つねにアニメソング界の第一線で走り続けてきた
「帝王」水木一郎が語る、自身の音楽遍歴と魂を吹き込んだ楽曲、そして
尽きることのない“アニソン”愛の全て。世界に誇る日本の文化となったア
ニソンのパイオニアであるこの男の話に、静かに耳を傾けるべき時がきた。
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たりにして、自分がどれだけの宝を持っているのか実感しました。過去の
体験は何一つ無駄になっていないと感じます。アニソンの価値を信じて
いたからこそ、1200曲もの歌を歌い続けてこられたと思うのです。
—アニソンを国内外に広めたとして、東京アニメアワードフェスティバ
ル2016で功労賞も受賞されました。
水木　受賞者はご年配の方が多く、僕はまだまだ若造の部類ですが、
見ている人は見ているものですね。アニソン業界ではこんな僕でもパイ
オニアですから。アニソンが正当に評価を受けることのなかった時代から
歌い続けて、今ではアニソンは世界に誇る文化のひとつにまでなりまし
た。大人がスタンディングで熱狂できるアニソンライブをスタートさせたの
も僕たちが最初でした。不安もありましたが、蓋を開けたらアニキコール
の大合唱で。1999年には持ち歌1000曲を歌いきる「24時間1000
曲ライブ」に挑み、成し遂げることができました。海外公演は2001年の
香港が最初でした。「本物が来た！」と、みなさん本当に泣きながら声援を
送ってくれて、僕もステージ上でついもらい泣き（笑）。それから何か国か
訪問していますが、どの国も熱気が凄い。会場のみんなが日本語で一
緒に歌ってくれます。アニソンは言葉も国境も超えると確信しましたね。
日本のアニメは僕等が歌い始めた当時からどんどん輸出され、世界中に
広まりました。正確には把握しきれない状況ですが、セリフは吹き替えて
も主題歌はオリジナルのものだったり、本編の中に流れる挿入歌はその
まま使わざるを得なかったりします。現地の歌手がカバーしていてもオリジ
ナル歌手へのリスペクトが高まるの
は日本で洋楽が流行ったのと同じ
現象のようです。さらにネット社会に
なると、世界中が同じ情報を共有す
ることができるようになりました。ネッ
トの百科事典ウィキペディアでは現
存する日本人最多の90言語で僕
のことが紹介されていると言います。
これには自分でも本当に驚きです
ね。
—最近では、テレビ番組で「ゼー
ット！」と叫ぶ水木さんを観る方も増え

ています。アニソンの認知が広がっていることをどう感じますか？
水木　アニソン界を開拓してきた自負はあります。ただ、どんなにレコード
が売れても“マンガの歌手”と色眼鏡で見られ、「なぜこんなに素晴らしい
ジャンルが評価されないのか」という悔しい思いがずっとありました。最近
ではお茶の間に広めたいという思いが上回り、60代にしてテレビ番組で

「ゼーット！」と叫んだり、赤いマフラーをしたり、身を削って活動しています。
アニソンはアニメの“顔”ですから、歌の中にメッセ―ジがたっぷり込めら
れています。本来、水木一郎という特定のイメージを出してはいけないと
の思いでやってきました。でも、「ゼーット！」と叫ぶことで少しでも多くの方
に興味を持ってもらえるならと覚悟を決め、アニソンの魅力を伝えるため
にやっているんです。
—68歳で現役バリバリ。水木さんを突き動かすアニソンの魅力とは
何ですか？
水木　僕を突き動かしているものは、やっぱり「夢」なんですよね。アニソ
ンはこどもの頃の感動が薄れることない、夢の詰まった音楽です。こども
たちのためのものだからこそ、作詞、作曲、アレンジ、どれも最高レベルの
技が結集し、何年経っても色褪せない、クオリティの高い楽曲が揃って
います。今のこどもたちが大人になってもずっと歌っていける歌を残すた
めには、歌手も制作者も日本の文化を築いているという気概を持って取
り組まなければと考えています。
—最後に株主の皆様へメッセージをお願いします。
水木　アニソンを歌う機会を与えていただいたコロムビアは、僕にとって特
別な存在です。50年にわたり数々のアニソンの名曲を作り続け、世界が
認める文化にしたのはコロムビアです。その財産は計り知れません。このこ
とを誇りに思っていただければ、アニソン歌手としてとても嬉しく思います。

「アニソンの帝王」は歌い続ける
こどもの頃の感動がよみがえる歌を残すために。

『ベスト・オブ・ベスト 水木一郎』
2015年4月1日発売 
2,000円(税別)

日本人ならばその歌声を知らない人はいない「アニメ
ソング界の帝王」水木一郎のベストアルバム。熱い
シャウト唱法で歌い上げてきた『マジンガー Z』『コン・
バトラー V』『バビル2世』『ルパン三世』など、数々の
有名曲の中から更に厳選し全24曲を収録したベス
ト・オブ・ベスト。
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会社・株式情報 （2016年3月31日現在）

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会

期末配当金
中間配当金　

毎年 3月31日
毎年 3月31日
毎年 9月30日

そのほか必要があるときは、
あらかじめ公告して定めた日

公 告 方 法 当社のホームページに掲載する。
http://columbia.jp/company/

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

電 話 照 会 先 0120-782-031
ホ ー ム ペ ー ジ http://www.smtb.jp/personal/agency/
上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

株主メモ

当社ホームページ （パソコン・携帯共通）

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多
くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見やす
いユニバーサルデザインフォントを採用しています。

会社概要
商 号 日本コロムビア株式会社

（証券コード：6791　東証第一部）

住 所 東京都港区虎ノ門四丁目1番40号
設 立 1910年（明治43年）10月1日
事 業 内 容 ミュージック制作事業、

音楽アーティストのマネジメント他

株式情報
発行可能株式総数 50,000,000株
発行済株式の総数 13,512,870株 
株 主 数 9,597名

コロムビア 検 索

MUS ICサイト

会社情報

当社のアーティスト情報・作品から決算報告、
音楽占いまで幅広い情報をホームページで
ご覧いただけます。
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